
国
民
年
金
保
険
料
は
納
期
限
内
に

▼
平
成　

年
度
の
国
民
年
金
保
険

２０

料
は
、
月
額
１
４
、４
１
０
円
で

す
。
納
期
限
（
当
月
分
の
保
険
料
は

翌
月
末
）
ま
で
に
忘
れ
ず
に
納
め

ま
し
ょ
う
。　

　

ま
た
、
毎
月
の
保
険
料
の
納
付

は
、
当
該
月
分
を
そ
の
月
末
に
引

落
と
す
口
座
振
替
「
早
割
」に
す
る

と
、
年
金
保
険
料
が
月　

円
の
割

５０

引
と
な
り
ま
す
。

　

う
っ
か
り
の
納
め
忘
れ
が
な
く
、

割
引
も
あ
る
「
口
座
振
替
早
割
」を

ご
利
用
下
さ
い
。

※
「
早
割
」の
申
し
込
み
は
左
記
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
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ね
ん
き
ん
特
別
便
を
お
送
り
し
て
ま
す

▼
昨
年
末
か
ら
皆
様
に
お
届
け
し

て
い
る
「
ね
ん
き
ん
特
別
便
」
は
、

第
一
弾
と
し
て
「
基
礎
年
金
番
号

に
結
び
付
く
可
能
性
の
あ
る
記
録

が
出
て
き
た
方
」（
青
色
の
封
筒
）
、

第
二
弾
と
し
て
「
青
色
の
封
筒
が

送
付
さ
れ
た
方
以
外
の『
年
金
受

給
者
』」（
緑
色
の
封
筒
）
の
順
で
送

付
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、今
月
か

ら
は
、
前
記
の
い
ず
れ
に
も
該
当

し
な
い
現
役
加
入
者
の
方
に
、
順

次
送
付
さ
れ
ま
す（
緑
色
の
封
筒
）
。

　

年
金
特
別
便
を
受
け
取
ら
れ
た

方
は
、ご
自
身
で
記
録
に
「
も
れ
」

や
「
間
違
い
」
が
な
い
か
を
充
分
に

確
認
し
、あ
る
な
い
に
か
か
わ
ら

ず
「
年
金
加

入
記
録
回
答

票
」に
記
入

し
て
郵
送
し

て
く
だ
さ
い
。

　

住
所
や
氏
名
の
変
更
届
出
が
お

済
み
で
な
い
方
に
は
「
ね
ん
き
ん

特
別
便
」
を
お
届
け
す
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
の
で
、そ
の
よ
う
な

方
は
早
急
に
手
続
き
を
お
願
い
し

ま
す
。

※
詳
し
く
は
左
記
ま
で
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初
診
時
選
定
療
養
費
Ｑ
＆
Ａ

現
在
、
内
科
で
診
療
を
受

け
て
い
ま
す
が
、
他
の
科

に
か
か
る
場
合
も
初
診
と
な
り
ま

す
か
？

現
在
治
療
を
継
続
し
て
い

る
方
は
、
他
の
科
で
新
た

な
診
療
を
受
け
て
も
初
診
と
は
な

り
ま
せ
ん
。

同
じ
日
に
い
く
つ
も
の
科

に
初
診
で
か
か
る
と
き

は
？

同
一
日
に
複
数
の
科
で
診

療
を
受
け
た
場
合
は
、
１

科
分
だ
け
の
負
担
に
な
り
ま
す
。

紹
介
状
が
な
い
と
留
萌
市

立
病
院
で
は
初
診
の
診
察

を
し
て
も
ら
え
な
い
の
？

紹
介
状
が
無
く
て
も
診
察

は
受
け
ら
れ
ま
す
。
そ
の

場
合
は
「
初
診
時
選
定
療
養
費
」

と
し
て
、
初
診
料
と
は
別
に
１
、

６
３
８
円
（
消
費
税
込
）
が
か
か

り
ま
す
。

　

で
き
る
だ

け
お
近
く
の

医
院
・
診
療

所
等
（
か
か

り
つ
け
医
）

か
ら
紹
介
状
を
も
ら
っ
て
受
診
し

て
く
だ
さ
い
。

病
院
と
診
療
所
の
役
割
分
担
の
推
進

▼
留
萌
市
は
、
留
萌
市
立
病
院
と

地
域
の
医
院
・
診
療
所
等（
か
か
り

つ
け
医
）と
の
役
割
分
担
を
明
確

に
し
、
医
療
器
械
の
共
同
利
用
や

不
足
し
て
い
る
医
師
の
負
担
の
軽

減
を
図
る
た
め
、
医
療
連
携
を
強

化
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
様
に
医
療
資
源
の
有
効
活

用
を
図
る
こ
と
に
よ
っ
て
市
立
病

院
は
、
入
院
を
必
要
と
す
る
救
急

を
含
め
た
高
度
な
医
療
サ
ー
ビ
ス

の
充
実
を
図
り
ま
す
。
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「
国
民
年
金
保
険
料
」「
ね
ん
き
ん
特
別
便
」

年
金
の
ト
ピ
ッ
ク
ス

▼
一
般
病
床
（
３
０
０
床
）の
留
萌

市
立
病
院
で
は
、
初
診
時
選
定
療

養
費
が
別
に
か
か
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。

　

初
診
時
選
定
療
養
費
と
は
、「
初

期
の
治
療
は
地
域
の
医
院
・
診
療

所
等（
か
か
り
つ
け
医
）で
、
高
度
・

専
門
医
療
は
病
院（
２
０
０
床
以

上
）
で
行
う
」と
い
う
、
医
療
機
関

の
機
能
分
担
の
推
進
を
目
的
と
し

て
厚
生
労
働
省
に
よ
り
制
定
さ
れ

た
制
度
で
す
。

■
負
担
が
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す

焔

他
院
か
ら
の
紹
介
状（
診
療
情

報
提
供
書
）を
お
持
ち
に
な
っ
た

方焔

左
記
に
掲
げ
る
公
費
負
担
医
療

の
受
給
対
象
の
方

◎
精
神
保
健
法
・
生
活
保
護
法
・

更
生
医
療
・
育
成
医
療
・
特
定
疾

患
・
小
児
慢
性
特
定
疾
患
・
重
度

心
身
障
害
者
医
療
・
原
爆
医
療
・

乳
幼
児
医
療

ＱAＱA

ＱA

平
成　

年
８
月
１
日
か
ら
変
わ
り
ま
す

２０

留
萌
市
立
病
院
の
初
診

●初めて受診される場合

●以前に受診したことはあるが、既に治療

　期間が終了（治癒）した後に再び受診さ

　れる場合

●患者様が任意に診療を中止し、３ヶ月以

　上経過した後に改めて受診される場合

下記に該当する方は初診時選定療養費

１，６３８円がかかります

老
年
者
非
課
税
制
度
廃
止

▼
平
成　

年
度
ま
で
は　

歳
以
上

17

65

の
方
（
昭
和　

年
1
月
2
日
以
前

15

に
生
ま
れ
た
方
）
で
前
年
の
合
計

所
得
が
1
2
5
万
円
以
下
の
方
に

つ
い
て
の
非
課
税
制
度
が
あ
り
ま

し
た
が
、
年
齢
に
か
か
わ
ら
ず
公

平
に
税
を
負
担
す
る
と
い
う
観
点

か
ら
こ
の
非
課
税
措
置
が
廃
止
さ

れ
、
平
成　

年
度
か
ら
減
額
の
経

18

過
措
置
が
と
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

平
成　

年
度
は
こ
の
経
過
措
置

20

が
終
了
し
全
額
負
担
と
な
り
ま
す
。 

　

住
宅
ロ
ー
ン
控
除
の
申
告

▼
対
象
と
な
る
方
で
ま
だ
申
告
書

を
提
出
さ
れ
て
い
な
い
方
は
次
の

期
限
ま
で
に
申
告
書
を
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

◆
対
象
と
な
る
方

　

平
成　

年
1
月
1
日
か
ら
平
成

11

　

年　

月　

日
ま
で
に
入
居
し
た

18

12

31

方
で
、
①
か
②
に
該
当
す
る
方

①
税
源
移
譲
に
よ
り
所
得
税
額
が

減
少
す
る
結
果
、
住
宅
ロ
ー
ン
控

除
可
能
額
が
所
得
税
額
よ
り
大
き

く
な
り
、
控
除
し
き
れ
な
く
な
っ

た
方

②
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
限
度
額
が
所

得
税
額
よ
り
大
き
く
、
税
源
移
譲

前
で
も
控
除
し
き
れ
な
か
っ
た
が
、

税
源
移
譲
に
よ
り
控
除
し
き
れ
な

い
額
が
大
き
く
な
っ
た
方

◆
提
出
期
限

　

平
成　

年
６
月　

日
俄

２０

３０
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「
経
過
措
置
の
終
了
」「
各
種
申
告
」

税
の
ト
ピ
ッ
ク
ス

H18年度からの経過措置

８９


